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この TechTip では Symetrix イベントスケジューラー機能の設定、使用方法について説明します。 

Symetrix Composer のイベントスケジューラー機能は、指定した曜日や時間に任意のプリセットを呼

び出すことができます。この機能を使用すれば音楽ソースの選択や音量変更、他機器の電源操作まで

も自動化することができます。 

また Composer ソフトウェアのエクスポート機能を使用すれば、Composer ソフトウェアを使用すること

なくイベントスケジューラー機能にアクセスすることもできます。このクライアントアクセス機能はエンド

ユーザーにも提供することができる機能のため、Composer ソフトウェアを使用せずにイベントの設定を

ユーザーが行うことも可能になります。 
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イベントスケジューラーの設定方法 

プリセットの作成 

 イベントスケジューラー機能では任意の日時に任意のプリセットを呼び出すことができます。 

そのため、最初にプリセットを作成する必要があります。 

※プリセットの作成方法は、別途“Preset について”をご参照ください。 

 

プリセットを作成したら[Tools]メニューから[Launch Event Scheduler…]を選択します。 

 

メインウインドウ 

 

 [Tools]メニューから[Launch Event Scheduler…]を選択すると、上記のウインドウが表示されます。 

このイベントスケジューラーウインドウを開くと自動的に月表示でカレンダーを表示します。 

 このメインウインドウはイベントの設定や、設定されたイベントの確認、編集などを行うことができます。 

 

ウインドウ中央上の“Calendar View Type”では、カレンダーの表示形式

を選択することができます。[Day]を押すと選択された日のみを表示しま

す。[Month]を押すと 1 か月表示になります。 

 

ウインドウ左上の小さなカレンダーでは２ヶ月分のカレンダーを表示します。 

任意の日付をクリックすると右側のメインカレンダーに表示します。表示させた

い複数の日をクリックアンドドラッグすることもできます。メインカレンダーに表示

されている日付は黄色にハイライトされます。 

イベントが設定されている日は太文字で表示されます。 

右上と左上にある◀ ▶を押すことでカレンダーをめくることができます。 

下部の[Today]を押すと即座に“今日”に飛ぶことができます。 
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日表示     週表示 

 

イベントの追加 

イベントを追加するには設定する日をメインカレンダー上でダブルクリック

するか、設定する日を選択しウインドウ上部の[Add Event…]をクリックしま

す。下記の Add Event ウインドウが表示されます。 

 

Ａｄｄ Event ウインドウ 

 

Add Event ウインドウでは下記の設定を行うことができます。 

1. Event Title 

設定するイベントのタイトルを設定します。これはこのイベントを識別するために設定し、メイン

カレンダー上に表示される名前となります。 

 

 



イベントスケジューラーについて 
 

4 

 

2. Label 

イベントに色付きのラベルを設定することができます。ラベルはイ

ベントの種類を分類する場合などに役立ちます。ラベル名は[…]

ボタンを押すと任意の名前に設定することができます。 

 

3. Preset to Schedule 

設定しているイベントが呼び出すプリセットを選択します。 

 

4. Start Time 

イベントが呼び出される時間を設定します。 

 

5. Recurrence Type 

設定しているイベントが 1 回きりのイベントか、定期的に繰り返し行うイベントか、を設定します。 

. One Time Event：設定するイベントが１回きりの場合はこちらを選択します。 

 ワンタイムイベントに設定する唯一のオプションは日付です。ドロップダウンボタンからカレン

ダーを表示させ設定する日付を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Recurrence Event：設定するイベントが定期的に繰り返す（毎週決まった曜日、など）場合は

こちらを選択します。 

 

Recurrence Event 設定では２つの繰り返しパターンを設定することができます。 
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“Daily”ではイベントを設定する曜日を設定してください。 

また[Exclude Dates…]ボタンを使用すると、祝日や定休日などの除外したい日付を設定するこ

とができます。 

 

Excluded Dates リストを設定するには、左側のカレンダーから日付を選択し、[Add>>]ボタンを

クリックします。右側のリストに日付が表示されれば除外リストに追加されました。 

除外リストから日付を消すには、リストの日付を選択後[<<Remove]ボタンを押します。 

設定が完了したら OK を押しリストを保存します。 

 

“Custom List”ではイベントを設定する日付を選択することができます。これは月間、または

年間などの異なる日に予定されているイベントなどを設定する時に役立ちます。 

 

日付を設定するには[Include Dates…]ボタンを押して、Include Dates ウインドウから設定します。 

 

6. Ｎｏｔｅ 

イベントにメモを書くことができます。 
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イベントの編集と削除 

 イベントを編集するには、メインカレンダーから任意のイベントをダブルクリックするか、任意のイベン

トを選択し、ウインドウ上部にある[Edit Selected Event…]ボタンをクリックします。もしくは任意のイベン

トを右クリックし[Edit Event…]を選択します。 

 

 イベントを削除するには、メインカレンダーから任意のイベントを選択し、ウインドウ上部にある[Delete 

Selected Event…]ボタンをクリックします。もしくは任意のイベントを右クリックし[Delete Event]を選択し

ます。 

 

Event Space について 

 

イベントスケジューラー機能は最大 5000 ものイベントを設定することができます。 

使用しているイベントスペースの割合はメインウインドウ左下に表示されます。 

 

Symetrix DSP の日時の設定 

SymetrixDSP は DSP 本体内に時計を持っており、イベントスケジューラ

ー機能はこの日時に基づいてイベントを呼び出します。 

株式会社オーディオブレインズでは時刻の設定を行ってから商品を出荷

していますが、手動で設定し直すこともできます。 

オンライン状態の時イベントスケジューラーウインドウの左下に右図の

様に[Set Unit Clock…]ボタンが表示されます。 

このボタンを押すと Set Unit Clock ウインドウが表示されます。 

・Ser clock to current PC time にチェックが入った状態で OK ボタ

ンを押すと、使用している PC の時刻と同じ時刻に設定されます。 

・Set clock to specific time を選択すると、任意の日付を設定する

ことができます。 

 

 

※Composer ソフトウェアを使用すると NTP サーバーに同期させ

ることもできます。その場合は手動で設定することができません。 
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クライアントアクセス機能 

 Composer ソフトウェアからエクスポートされたイベントスケジューラーファイルを使用すると、

Composer やサイトファイルにアクセスすることなく、エンドユーザーがイベントを作成、編集することが

可能になります。 

 エクスポートを行うには、Composer ソフトウェアから[File]メニュー → [Export] → [Event Schedular 

Launch File…]を選択します。Windows エクスプローラーが開くので任意のファイル名を設定し保存しま

す。 

 エクスポートされたファイルは、ダブルクリックするだけでイベントスケジューラーをスタンドアローンで

起動することができます。 

SymVue の CommandButton 機能を使用すれば、SymVue からイベントスケジュ

ーラーを呼び出すことも可能になります。 

※この機能を使用するには Composer ソフトウェアのインストールが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この製品の取り扱いなどに関するお問い合わせは株式会社オーディオブレインズまでご連絡くださ

い。お問合せ受付時間は、土日祝日、弊社休業日を除く 10:00～18:00 です。 

 

株式会社オーディオブレインズ 

〒216-0034 

神奈川県川崎市宮前区梶ヶ谷 3-1 

電話：044-888-6761 

20190528 


